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最近の化学進化モデル (Valiante et al. 2011) は,宇宙初期においても AGB星がダストの供給源として重要で
あることを示している。初期宇宙においてAGB 星がダストの供給源となり得るかを見るためには,ダスト形成と
それに伴う質量放出 (dust driven wind)をAGB 星進化と整合的に取扱うことが必要である。
AGB星で形成されるダストの種類や量はAGB星表面のC/O比に依存している。そこで本研究ではまず, AGB

星表面のC/O比およびダスト形成の可能性を調べるために,初期質量Minit = 2 ∼ 5M⊙,初期金属量Z = 0 ∼ 10−4

の 20個のモデルにReimersの質量放出率 (ṀRe)を適用して,恒星進化計算コードMESAを用いて進化計算を行っ
た。ただし,低金属量星では質量放出率 (Ṁ)が分からないので, Z = 0に対しては Ṁ = 0の場合も計算した。そ
の結果,全てのモデルが最終的に C/O>1になった。このうち, Z = 0のMinit = 5M⊙を除くMinit ≥ 3M⊙全て
がM <

∼ 2M⊙のときに炭素ダスト形成の必要条件を満たした。一方、Z = 0の Ṁ = 0の場合はMinit = 2M⊙の
み条件を満たした。
さらに Z = 0のMinit = 3M⊙の進化計算で得られたパラメータを用いて, dust driven windの流体力学モデル

(Yasuda & Kozasa 2012)計算を行い, dust driven windが可能かどうかを調べた。その結果、進化とともに質量
が減少するに連れて質量放出率 ṀDuは増加し, M = 1.6M⊙のとき ṀDu ≈ 0.25ṀReであったが, M = 1.2M⊙の
ときに, ṀDu ≈ 4ṀReとなり、dust driven windが可能であることがわかった。
今後は,本研究で考慮しなかった表面組成変化に応じた低温での opacityも含めて、dust driven windによる質

量放出を整合的に扱ったAGB星進化計算を行う。


